
今
回
の
調
査
は
、
中
村
宿
毛
高
規
格
道
路
建
設
に
伴
う
緊
急
発
掘
と
し
て
実

施
し
た
。
道
路
幅
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
の
調
査
で
あ
る
が
、
船
戸
遺
跡
の
中

心
部
分
を
調
査
で
き
た
。

調
査
の
結
果
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物

や
溝
を
検
出
し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
鎌
倉
時
代
の
溝
で
、
幅

一
・
五
ｍ
、

深
さ

一
ｍ
前
後
で
、
二
五
ｍ
分
を
確
認
し
、
中
筋
川
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
。

こ
の
溝
か
ら
は
、
木
製
品
や
竹
製
品
と
と
も
に
土
器
類
も
多
量
に
出
上
し
て
い

る
。
木
簡
は
、
埋
上
下
層
の
暗
褐
色
砂
質
土
層
か
ら
和
泉
型
の
瓦
器
椀
と
と
も

に
出
上
し
て
い
る
。
和
泉
型
の
瓦
器
椀
は
Ⅲ
期
の
製
品
で
あ
る
。

船
戸
遺
跡
の
性
格
と
し
て
は
、
石
製
の
鈷
が
出
上
し
て
い
る
こ
と
や
、
地
形

環
境

・
小
学
な
ど
か
ら
川
舟
の
停
泊
地
と
し
て
の
集
落
が
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
【酔
酔
だ

（符
篠
）
（鬼
の
絵
）
（符
録
）
〔急

ミ
ヵ
〕

□
□

ｘ
　
　
　
（醤
Ｘ
ω貿
卜
冨

中
央
に
は
鬼
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は

「月
」
が
四
文
字
三
段
に

書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
下
方
に
は

「鬼
」
の
文
字
が
三
文
字
、
二
文
字
、　
一

文
字
と
三
段
に
書
か
れ
て
い
る
。
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
墨

痕
も
薄
く
明
確
に
釈
読
で
き
な
い
が
、
「九
ミ
八
十

一
」
と

「急
ミ
如
律
令
」

が
並
ん
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（松
田
直
則
）

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

大
庭
脩
　
編
輯

『
漢
簡
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ψ
報
告
書

漢
簡
研
究

の
現
状
と
展
望
』

一
九
九
二
年

一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
、
漢
筒
研
究
国
際
ン
ソ
ポ
ジ
ウ
ム

ウ
の
記
録
で
あ
る
。　
こ

一、　
三
二
両
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
他
、　
一
四
日

に
中
国

。
台
湾
の
研
究
者
と
秦
漢
史
研
究
会

・
木
筒
学
会

・
書
学
書
道
史

研
究
会
の
研
究
者
を
集
め
て
行
な
わ
れ
た
学
術
討
論
会
の
記
録
、
及
び
関

西
大
学
漢
簡
研
究
会
に
お
け
る
報
告

（和
文
四
篇
、
中
文
八
篇
）
も
併
載

す
る
。

（
Ａ
５
判
　
和
文
三

一
八
買
、
中
文
二
九
八
頁
　
関
西
大
学
出
版
部
刊

定
価
七
〇
〇
〇
円
）

1993年出上の木簡
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